
(57)【要約】

【課題】可撓性チューブ等によって形成されたカテーテ

ルを、側方に首を振らないように突出させて容易かつ正

確に目標部位に誘導することができる側方視型内視鏡の

処置具起上片を提供すること。

【解決手段】処置具起上片１０を回動中心軸１２の軸線

１２ｘ方向から見たとき、土手状部１３が、処置具誘導

路１１の両端位置の底面どうしを真っ直ぐに結ぶ仮想線

Ａより中間部分において高く突出する山形状に形成され

、処置具誘導路１１の底面からの土手状部１３の高さＨ

が、最も高い部分において処置具起上片１０の厚みＷの

２分の１以上あるように形成されている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 の 挿 入 部 の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 か ら の 遠 隔 操 作 に よ っ て 回 動 す る よ う に 上 記 挿
入 部 の 先 端 部 分 に 回 動 中 心 軸 を 中 心 に 回 動 自 在 に 配 置 さ れ 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル か ら 突
出 さ れ る 処 置 具 類 の 先 端 部 分 を 誘 導 す る た め の 処 置 具 誘 導 路 が 上 記 回 動 中 心 軸 の 軸 線 方 向
か ら 見 て 凹 曲 線 を 描 く 形 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 上 記 処 置 具 誘 導 路 か ら 上 記 処 置 具 が 外 れ
る の を 防 止 す る た め の 土 手 状 部 が 上 記 処 置 具 誘 導 路 の 両 側 部 分 に 突 出 形 成 さ れ た 側 方 視 型
内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 片 に お い て 、
上 記 回 動 中 心 軸 の 軸 線 方 向 か ら 見 た と き 、 上 記 土 手 状 部 が 、 上 記 処 置 具 誘 導 路 の 両 端 位 置
の 底 面 ど う し を 真 っ 直 ぐ に 結 ぶ 仮 想 線 よ り 中 間 部 分 に お い て 高 く 突 出 す る 山 形 状 に 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 側 方 視 型 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 片 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 処 置 具 誘 導 路 の 底 面 か ら の 上 記 土 手 状 部 の 高 さ が 、 最 も 高 い 部 分 に お い て 上 記 処 置 具
起 上 片 の 厚 み の ２ 分 の １ 以 上 あ る 請 求 項 １ 記 載 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 片 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 側 方 視 型 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 片 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
側 方 視 型 内 視 鏡 に は 一 般 に 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 さ れ る 処 置 具 類 の 先 端 部 分 を
誘 導 す る た め の 処 置 具 誘 導 路 が 形 成 さ れ た 処 置 具 起 上 片 が 、 挿 入 部 の 基 端 に 連 結 さ れ た 操
作 部 か ら の 遠 隔 操 作 に よ っ て 回 動 す る よ う に 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 回 動 中 心 軸 を 中 心 に し て
回 動 自 在 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ６ は 、 そ の よ う な 処 置 具 起 上 片 １ ０ が 配 置 さ れ た 従 来 の 側 方 視 形 内 視 鏡 の 先 端 部 を 示 し
て お り 、 挿 入 部 １ の 先 端 部 本 体 ２ に 形 成 さ れ た 処 置 具 突 出 溝 ３ 内 に 処 置 具 起 上 片 １ ０ が 配
置 さ れ て い る 。 ４ は 、 処 置 具 １ ０ ０ が 挿 通 さ れ る 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
処 置 具 起 上 片 １ ０ に は 、 処 置 具 誘 導 路 １ １ が 、 回 動 中 心 軸 １ ２ の 軸 線 １ ２ ｘ 方 向 か ら 見 て
凹 曲 線 を 描 く 形 状 （ 図 ６ に 図 示 さ れ る 形 状 ） に 形 成 さ れ る と 共 に 、 処 置 具 誘 導 路 １ １ か ら
処 置 具 １ ０ ０ の 先 端 部 分 １ ０ ０ ａ が 外 れ る の を 防 止 す る た め の 土 手 状 部 １ ３ が 、 処 置 具 誘
導 路 １ １ の 両 側 部 分 に 突 出 形 成 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ０ ８ 、 図 １
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
内 視 鏡 用 処 置 具 の 一 つ で あ る 造 影 チ ュ ー ブ 等 の よ う な カ テ ー テ ル は 一 般 に 、 四 フ ッ 化 エ チ
レ ン 樹 脂 チ ュ ー ブ 等 の 単 純 な 可 撓 性 チ ュ ー ブ に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 そ の よ う な カ テ ー
テ ル の 先 端 部 分 は 、 側 方 視 型 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 通 さ れ て 処 置 具 突 出 溝 内 で
方 向 を 変 え な が ら 突 出 さ れ る 際 に 、 カ ー ブ し た 状 態 の 曲 が り 癖 が 付 く 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ し て 、 金 属 コ イ ル シ ー ス 等 の よ う に 腰 の 強 く な い カ テ ー テ ル は 、 余 裕 の あ る 空 間 内 で は
ふ ら つ き 易 い た め 、 曲 が り 癖 の 付 い た カ テ ー テ ル は 処 置 具 起 上 片 の 処 置 具 誘 導 路 の 土 手 状
部 に 乗 り 上 げ た 状 態 に な っ て 、 先 端 が あ る 程 度 側 方 に 首 を 振 っ た 状 態 に な っ て し ま う 場 合
が 少 な く な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ７ は そ の 状 態 を 示 し て お り 、 処 置 具 突 出 溝 ３ か ら 突 出 さ れ る カ テ ー テ ル １ ０ ０ の 先 端 部
分 １ ０ ０ ａ は 、 処 置 具 突 出 溝 ３ の 中 心 線 ３ ｘ に 沿 う の で は な く 、 処 置 具 突 出 溝 ３ の 側 部 の
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方 に 次 第 に 偏 位 し て 外 方 に カ ー ブ し た 状 態 に な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ し て 、 カ テ ー テ ル １ ０ ０ を 処 置 具 起 上 片 １ ０ で 起 上 さ せ て い く と 、 カ テ ー テ ル １ ０ ０ は
、 強 く 曲 げ ら れ る に し た が っ て 自 己 の 弾 性 に よ り 生 じ る 反 発 力 が 大 き く な る の で 、 相 当 な
程 度 ま で 起 上 さ れ た 時 点 で 処 置 具 起 上 片 １ ０ の 処 置 具 誘 導 路 １ １ の 底 部 （ 即 ち 、 処 置 具 突
出 溝 ３ の 中 心 線 ３ ｘ 位 置 ） に 滑 り 落 ち る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ の よ う な 動 作 は 、 内 視 鏡 の 観 察 画 面 中 に お い て カ テ ー テ ル １ ０ ０ の 先 端 部 分 １ ０ ０ ａ が
大 き く 飛 び 跳 ね る よ う に 映 し 出 さ れ 、 カ テ ー テ ル １ ０ ０ の 先 端 部 分 １ ０ ０ ａ が 目 標 部 位 の
方 に 向 く 直 前 に 突 然 そ の よ う な こ と が 起 き る の で 、 誘 導 操 作 の や り 直 し （ そ し て 、 場 合 に
よ っ て は 飛 び 跳 ね の 再 発 ） に な り 、 カ テ ー テ ル １ ０ ０ の 誘 導 が ま ま な ら な く な っ て し ま う
場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ 等 に よ っ て 形 成 さ れ た カ テ ー テ ル を 、 側 方 に 首 を 振 ら な
い よ う に 突 出 さ せ て 容 易 か つ 正 確 に 目 標 部 位 に 誘 導 す る こ と が で き る 側 方 視 型 内 視 鏡 の 処
置 具 起 上 片 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 片 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部
の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 か ら の 遠 隔 操 作 に よ っ て 回 動 す る よ う に 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 回
動 中 心 軸 を 中 心 に 回 動 自 在 に 配 置 さ れ 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 さ れ る 処 置 具 類 の
先 端 部 分 を 誘 導 す る た め の 処 置 具 誘 導 路 が 回 動 中 心 軸 の 軸 線 方 向 か ら 見 て 凹 曲 線 を 描 く 形
状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 処 置 具 誘 導 路 か ら 処 置 具 が 外 れ る の を 防 止 す る た め の 土 手 状 部 が
処 置 具 誘 導 路 の 両 側 部 分 に 突 出 形 成 さ れ た 側 方 視 型 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 片 に お い て 、 回 動
中 心 軸 の 軸 線 方 向 か ら 見 た と き 、 土 手 状 部 が 、 処 置 具 誘 導 路 の 両 端 位 置 の 底 面 ど う し を 真
っ 直 ぐ に 結 ぶ 仮 想 線 よ り 中 間 部 分 に お い て 高 く 突 出 す る 山 形 状 に 形 成 さ れ て い る も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
な お 、 処 置 具 誘 導 路 の 底 面 か ら の 土 手 状 部 の 高 さ が 、 最 も 高 い 部 分 に お い て 処 置 具 起 上 片
の 厚 み の ２ 分 の １ 以 上 あ る よ う に 形 成 す れ ば 、 カ テ ー テ ル の 首 振 り を よ り 確 実 に 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 ５ は 側 方 視 型 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 し て お り 、 可 撓 性 の 挿 入 部 １ の 先 端 に は 、 先 端 部 本
体 ２ が 連 結 さ れ 、 挿 入 部 １ の 基 端 に は 操 作 部 ５ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
挿 入 部 １ 内 に は 、 断 面 形 状 が 円 形 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ か ら な る 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ４ が 全
長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ て い て 、 操 作 部 ５ に 配 置 さ れ た 入 口 か ら 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル
４ 内 に 処 置 具 １ ０ ０ を 挿 入 す る こ と に よ り 、 処 置 具 １ ０ ０ の 先 端 部 分 １ ０ ０ ａ が 挿 入 部 １
の 先 端 か ら 突 出 す る 。 操 作 部 ５ に は 、 そ の よ う な 処 置 具 １ ０ ０ の 先 端 部 分 １ ０ ０ ａ の 突 出
方 向 を 遠 隔 操 作 に よ っ て 調 整 す る た め の 操 作 レ バ ー ６ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ は 、 挿 入 部 １ の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ り 、 先 端 部 本 体 ２ の 側 面 に 開 口 す る よ う に 前
後 方 向 に 細 長 く 形 成 さ れ た 処 置 具 突 出 溝 ３ 内 に は 、 処 置 具 突 出 溝 ３ の 幅 に 内 接 す る 処 置 具
起 上 片 １ ０ が 回 動 中 心 軸 １ ２ を 中 心 に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ し て 処 置 具 起 上 片 １ ０ に は 、 処 置 具 誘 導 路 １ １ が 、 回 動 中 心 軸 １ ２ の 軸 線 １ ２ ｘ 方 向 か
ら 見 て 凹 曲 線 を 描 く 形 状 （ 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 前 方 に 向 か う に し た が っ て 次 第 に 外 方
に 向 く 形 状 ） に 形 成 さ れ て 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ４ か ら 突 出 さ れ る 処 置 具 の 先 端 部 分 が
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処 置 具 誘 導 路 １ １ に 沿 っ て 誘 導 さ れ る よ う に レ イ ア ウ ト さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
処 置 具 誘 導 路 １ １ の 底 面 は 、 処 置 具 の 進 行 方 向 に 沿 う 方 向 か ら 見 て 、 Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 断 面 を 図
示 す る 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ４ の 内 径 と 略 同 程 度 の 径 の 円 弧 状 に
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ し て 、 処 置 具 誘 導 路 １ １ か ら 処 置 具 が 外 れ る の を 防 止 す る た め の 土 手 状 部 １ ３ が 、 処 置
具 誘 導 路 １ １ の 両 側 部 分 に 処 置 具 誘 導 路 １ １ か ら 段 差 の な い よ う に 連 続 し た 状 態 に 突 出 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 土 手 状 部 １ ３ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 回 動 中 心 軸 １ ２ の 軸 線 １ ２ ｘ 方 向 か ら 見 た
と き 、 処 置 具 誘 導 路 １ １ の 前 後 両 端 位 置 の 底 面 ど う し を 真 っ 直 ぐ に 結 ぶ 仮 想 線 Ａ よ り 中 間
部 分 に お い て 高 く 突 出 す る 山 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に 、 処 置 具 起 上 片 １ ０ の 土 手 状 部 １ ３ を 処 置 具 誘 導 路 １ １ の 中 間 部 分 で 仮 想 線 Ａ
よ り 高 く 突 出 す る 山 形 状 に 形 成 す る こ と に よ り 、 処 置 具 が 簡 単 に は 土 手 状 部 １ ３ に 乗 り 上
げ 難 く な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 処 置 具 誘 導 路 １ １ の 底 面 か ら の 土 手 状 部 １ ３ の 高 さ Ｈ が 、
最 も 高 い 部 分 に お い て 処 置 具 起 上 片 １ ０ の 厚 み Ｗ の ２ 分 の １ 以 上 あ る （ 即 ち 、 Ｈ ｍ ａ ｘ 　

≧ Ｗ ／ ２ ） よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
処 置 具 起 上 片 １ ０ の 厚 み Ｗ は 、 処 置 具 を 緩 く 通 過 さ せ る こ と が で き る 程 度 の 寸 法 な の で 、
土 手 状 部 １ ３ の 高 さ Ｈ を Ｈ ｍ ａ ｘ 　 ≧ Ｗ ／ ２ に 設 定 す る こ と に よ り 、 土 手 状 部 １ ３ の 最 高
高 さ Ｈ ｍ ａ ｘ 　 が 処 置 具 の 半 径 よ り 大 き く な り 、 処 置 具 が 土 手 状 部 １ ３ に 乗 り 上 げ る の が
非 常 に 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 処 置 具 起 上 片 １ ０ に は 、 操 作 部 ５ に 配 置 さ れ て い る 操 作 レ バ ー ６ に
よ っ て 進 退 操 作 さ れ る 操 作 ワ イ ヤ （ 図 示 省 略 ） が 、 回 動 中 心 軸 １ ２ か ら 離 れ た 位 置 に 連 結
さ れ て お り 、 操 作 ワ イ ヤ が 操 作 レ バ ー ６ に よ っ て 操 作 部 ５ 側 に 牽 引 操 作 さ れ る と 、 処 置 具
起 上 片 １ ０ が 回 動 中 心 軸 １ ２ を 中 心 に 矢 印 Ｂ 方 向 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ は 、 上 述 の よ う に 構 成 さ れ た 処 置 具 起 上 片 １ ０ の 処 置 具 誘 導 路 １ １ に 沿 っ て 、 処 置 具
（ こ こ で は 、 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 等 の よ う な 単 純 な 可 撓 性 チ ュ ー ブ か ら な る カ テ ー テ ル
） １ ０ ０ の 先 端 部 分 １ ０ ０ ａ が 突 出 さ れ る 際 の 状 態 を 示 す 側 面 断 面 図 、 図 ４ は そ の 平 面 図
で あ る 。 図 ４ に 示 さ れ る ７ は 観 察 窓 、 ８ は 照 明 窓 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ４ か ら 突 出 さ れ た カ テ ー テ ル １ ０ ０ の 先 端 部 分 １ ０ ０ ａ は 、 処 置 具
起 上 片 １ ０ の 処 置 具 誘 導 路 １ １ に 案 内 さ れ て カ ー ブ し な が ら 処 置 具 突 出 溝 ３ か ら 外 方 に 突
出 す る が 、 土 手 状 部 １ ３ が 上 述 の よ う な 形 状 、 寸 法 に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 カ テ ー
テ ル １ ０ ０ の 先 端 部 分 １ ０ ０ ａ は 土 手 状 部 １ ３ に 乗 り 上 げ る 状 態 に な ら ず 、 そ の 結 果 、 ほ
ぼ 処 置 具 突 出 溝 ３ の 中 心 線 ３ ｘ 方 向 に 横 振 れ な く 突 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
し た が っ て 、 そ の 状 態 か ら 、 図 ３ に 矢 印 Ｂ で 示 さ れ る よ う に カ テ ー テ ル １ ０ ０ を 処 置 具 起
上 片 １ ０ に よ り 起 上 さ せ て い く と 、 カ テ ー テ ル １ ０ ０ の 先 端 部 分 １ ０ ０ ａ が 素 直 に 起 上 方
向 に 移 動 す る の で 、 カ テ ー テ ル １ ０ ０ の 先 端 部 分 １ ０ ０ ａ を 目 標 部 位 に 容 易 か つ 正 確 に 誘
導 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 処 置 具 起 上 片 を 回 動 中 心 軸 の 軸 線 方 向 か ら 見 た と き 、 土 手 状 部 が 、 処 置
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具 誘 導 路 の 両 端 位 置 の 底 面 ど う し を 真 っ 直 ぐ に 結 ぶ 仮 想 線 よ り 中 間 部 分 に お い て 高 く 突 出
す る 山 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ 等 に よ っ て 形 成 さ れ た カ テ ー テ
ル が 土 手 状 部 に 乗 り 上 げ 難 く な る の で 、 カ テ ー テ ル を 側 方 に 首 を 振 ら な い よ う に 突 出 さ せ
て 目 標 部 位 に 容 易 か つ 正 確 に 誘 導 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ し て 、 処 置 具 誘 導 路 の 底 面 か ら の 土 手 状 部 の 高 さ を 、 最 も 高 い 部 分 に お い て 処 置 具 起 上
片 の 厚 み の ２ 分 の １ 以 上 に す れ ば 、 カ テ ー テ ル が 土 手 状 部 に 乗 り 上 げ る の が 非 常 に 困 難 に
な り 、 カ テ ー テ ル の 突 出 が よ り 安 定 し て 目 標 部 位 に 対 す る 誘 導 を さ ら に 容 易 か つ 正 確 に 行
う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 片 の 図 １ に お け る Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 断 面
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 か ら カ テ ー テ ル が 突 出 す る 際 の 状 態 の
側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 か ら カ テ ー テ ル が 突 出 す る 際 の 状 態 の
平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 側 方 視 型 内 視 鏡 の 先 端 部 か ら カ テ ー テ ル が 突 出 す る 際 の 状 態 の 平 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 挿 入 部
２ 　 先 端 部 本 体
３ 　 処 置 具 突 出 溝
４ 　 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル
１ ０ 　 処 置 具 起 上 片
１ １ 　 　 処 置 具 誘 導 路
１ ２ 　 回 動 中 心 軸
１ ２ ｘ 　 軸 線
１ ３ 　 土 手 状 部
１ ０ ０ 　 処 置 具 （ カ テ ー テ ル ）
１ ０ ０ ａ 　 先 端 部 分
Ａ 　 仮 想 線
Ｈ 　 土 手 状 部 の 高 さ
Ｗ 　 処 置 具 起 上 片 の 厚 み
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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